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研究室紹介

　総合医療センター心臓内科です．
　ライフスタイルの変化・高齢化社会等により，動脈硬化
性疾患をはじめとした循環器疾患患者数は年々増加しつつ
あり当院でも多くの患者さまが来院され，外来・入院加療
に当たっております．

●虚血部門
　当科来院患者の多くが冠動脈疾患に関連しています．
また重症冠動脈疾患，心肺蘇生例に対しては，高度救命救
急センターとの協力体制のもと，治療にあたっています．
　外来および入院において積極的に冠動脈虚血評価・心臓
カテーテル検査を行い必要時には冠動脈インターベン
ションを行い，予後の改善に努めています．研究内容とし
ては血管内超音波検査による冠動脈プラークや病態生理
の評価，組織性状評価，OCTイメージング，負荷心エコー
検査による虚血評価など行っています．最近ではエイコサ
ペンタエン酸介入による血管内皮機能評価を行い報告し
ています．また 1 名海外留学中であり成果が期待されてい
ます．

●不整脈部門
　徐脈性不整脈に対するペースメーカ移植術，重症心不全
例に対しては植え込み型除細動器・心臓再同期療法等に
よる治療を行っています．

　進行中の臨床研究（一部）は以下です．
・ 虚血性心疾患患者における冠動脈プラーク特性に

ついての検討
・ ポケット携帯型超音波装置による循環器疾患迅速評価

プロトコールの有用性
・ ATP負荷心エコーのストレイン／ストレインレート

解析による心筋虚血評価の有用性
・ 左冠動脈主幹部責任心筋梗塞の予後についての心電図

による検討
・ 冠動脈疾患患者における冠動脈血管リモデリングを

規定する因子についての検討
・ 急性心不全症例および急性冠症候群における心電図

陰性T波についての検討
・ 若年者における耳たぶのしわと動脈硬化の関係
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・ 冠動脈疾患患者においてその病態を規定する因子に
ついての検討

・ 二次予防目的で植込み型除細動器移植術を受けた冠攣
縮性狭心症症例における致死性不整脈の再発予測因子
の検討

・ 冠動脈疾患を有する院外心肺停止蘇生後患者における
予後予測因子の検討

　下記のような年間実績であり，地域医療に貢献しており
ます．
外来患者数　20083
入院患者数　831
急性心筋梗塞　162
不安定狭心症　31
急性心不全　178
大動脈疾患　16
ペースメーカ・デバイス植え込み　99
心臓カテーテル検査　619
冠動脈インターベンション　252
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